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市
で
は
、
上
野
原
市
緑
の
基
本
計
画（
案
）、

上
野
原
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）、
上
野
原
市

障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福
祉
計
画（
案
）の

3
項
目
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
。

◆
趣
旨

上
野
原
市
緑
の
基
本
計
画
は
、
都
市
緑
地

法
第
2
条
の
2
に
規
定
さ
れ
る
「
市
町
村

の
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す

る
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度

に
市
が
定
め
る
計
画
で
す
。

◆
目
的
お
よ
び
背
景

都
市
緑
地
法
第
2
条
の
2
に
規
定
さ
れ
る

「
市
町
村
の
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
基
本
計
画
」
で
あ
り
、
緑
豊

か
で
う
る
お
い
あ
る
快
適
な
都
市
環
境
形

成
に
対
す
る
目
標
と
実
現
の
た
め
の
方
策

等
の
内
容
を
定
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
こ
と
を

目
標
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
政
策
の
名
称

上
野
原
市
緑
の
基
本
計
画

◆
募
集
期
間

2
月
20
日（
火
）〜
3
月
16
日（
金
）ま
で

※
市
役
所
建
設
課
お
よ
び
各
支
所
に
て
、
計

画（
案
）の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
提
出
方
法
・
留
意
事
項
は
次
ペ
ー
ジ
共
通

項
目
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
・
郵
便
の
場
合

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

上
野
原
市
役
所
建
設
経
済
部
建
設
課
計
画

担
当

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
　
蕁
63
―

4
2
4
8

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

kensetsu@
city.uenohara.lg.jp

◆
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

社
会
福
祉
法
第
107
条
に
基
づ
い
て
、
各
自

治
体
が
策
定
す
る
も
の
で
、
市
に
お
け
る

地
域
福
祉
の
推
進
計
画
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
長
期
総
合
計
画
の
生
活
関
連
の

施
策
に
つ
い
て
、
地
域
福
祉
の
視
点
か
ら

具
体
化
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
り
、
介

護
保
険
事
業
計
画
な
ど
の
保
健
福
祉
関
連

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す計

画
に
対
し
て
、
地
域
福
祉
の
視
点
を
反

映
さ
せ
る
役
割
を
担
い
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
と
も
に
、
住

民
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
の
協
働
に
よ

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す

る
計
画
で
す
。

◆
施
策
の
名
称

上
野
原
市
地
域
福
祉
計
画

上
野
原
市
緑
の
基
本
計
画（
案
）

上
野
原
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）

▲緑の基本計画（案）

▲地域福祉計画（案）
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◆
募
集
期
間

3
月
1
日（
木
）〜
20
日（
火
）ま
で

※
市
役
所
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所
に
て
、
計

画（
案
）の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
提
出
方
法
・
留
意
事
項
は
下
記
共
通
項
目

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
・
郵
便
の
場
合

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

上
野
原
市
役
所
福
祉
保
健
部
福
祉
課
福
祉

総
務
担
当

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
　
蕁
30
―

2
0
4
1

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

fukushi@
city.uenohara.lg.jp

◆
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

障
害
者
自
立
支
援
法
第
88
条
お
よ
び
障
害

者
基
本
法
第
9
条
第
3
項
の
規
定
に
基
づ

い
て
策
定
す
る
も
の
で
、
市
に
お
け
る
障

害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
並
び
に
障
害
者
の
生
活
支
援
に
関
す

る
各
種
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
量

や
、
そ
の
確
保
方
策
な
ど
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
、
平
成
23
年
度
を
目
標
年
度
と
す

る
国
が
定
め
る
基
本
指
針
に
則
し
て
策
定

す
る
計
画
で
す
。

◆
施
策
の
名
称

上
野
原
市
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福
祉

計
画

共
通
項
目

◆
提
出
方
法

意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
市
役
所
各
担
当
・
各
支
所
に
用

意
し
て
あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

意
見
等
提
出
用
紙
」
の
様
式
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
提

出
さ
れ
る
方
の
住
所
・
氏
名（
法
人
に

あ
っ
て
は
名
称
お
よ
び
所
在
地
）・
電

話
番
号
等
の
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
方
法
は
、
書
面
持
参
、
郵
便
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
お
願
い
し

ま
す
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し
て
い
ま

せ
ん
。

◆
留
意
事
項

・
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お
願
い
し

ま
す
。
他
の
言
語
で
提
出
さ
れ
る
場
合

は
、日
本
語
訳
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、内
容
ご
と
に
整
理
し
た
う
え
で
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
い
た
し
ま

す
。

・
意
見
等
提
出
の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
く

住
所
・
氏
名
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報

は
、
公
開
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他

の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

《
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
》

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は
、

市
の
基
本
的
な
計
画
や
施
策
な
ど
を
作
成

す
る
過
程
に
お
い
て
公
表
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

市
は
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
施
策
等
を
作
成
し
て
い
く
制
度

で
す
。

上
野
原
市
障
害
者
基
本
計
画
・

障
害
福
祉
計
画（
案
）

◆
募
集
期
間

3
月
1
日（
木
）〜
20
日（
火
）ま
で

※
市
役
所
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所
に
て
、
計

画（
案
）の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
提
出
方
法
・
留
意
事
項
は
下
記
共
通
項
目

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
・
郵
便
の
場
合

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

上
野
原
市
役
所
福
祉
保
健
部
福
祉
課
障
害

福
祉
担
当

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
　
蕁
30
―

2
0
4
1

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

fukushi@
city.uenohara.lg.jp

◆
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福
祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

ご意見お待ち
しています。

▲障害者基本計画・障害福祉計画（案）
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《
上
野
原
市
か
ら
諮
問
を
受
け

審
議
会
で
審
議
・
検
討
》

上
野
原
市
立
病
院
建
設
検
討
審

議
会（
山
口
創
生
会
長
）で
は
、
上

野
原
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け

「
市
民
の
よ
り
良
い
医
療
環
境
の

創
造
を
図
る
観
点
か
ら
望
ま
し
い

新
病
院
の
建
設
」に
つ
い
て
審
議

検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
審
議
・
検
討
に
あ
た
り
市

民
2
千
人
を
対
象
に「
上
野
原
市

立
病
院
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」を
実
施
し
、
890
人（
回
収
率

44
・
5
％
）の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
回
答
者
の
82
・

9
％
の
方
が
市
立
病
院
を
利
用
し

た
こ
と
が
あ
り
、
困
っ
た
こ
と
や

不
満
に
思
う
こ
と
の
主
な
も
の
と

と
し
て
次
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

①
対
応
が
悪
い
、
不
親
切
等
の
接

遇
問
題

②
待
ち
時
間
が
長
い

③
医
師
等
、
職
員
の
説
明
不
足

ま
た
、
整
備
し
て
欲
し
い
診
療

機
能
の
主
な
も
の
と
し
て
、
次
の

こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
一
次
救
急
医
療

②
時
間
外
外
来

③
小
児
医
療

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

自
由
回
答
欄
で
は
、
市
立
病
院

の
建
設
に
肯
定
的
な
意
見
と
医
師

の
確
保
等
に
対
す
る
意
見
が
そ
れ

ぞ
れ
160
件
を
超
え
る
な
ど
、
上
野

原
市
の
医
療
に
と
っ
て
市
立
病
院

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ

る
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

当
審
議
会
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
7
回
の
審

議
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
・

検
討
を
し
た
結
果
、「
市
民
の
要

望
を
強
く
受
け
止
め
、
新
病
院
の

建
設
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
判
断
し
、
平
成
18
年
12
月
25
日

に
奈
良
明
彦
市
長
に
答
申
し
ま
し

た
。

《
答
申
の
要
旨
》

当
審
議
会
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
等
を
踏
ま
え
、
上
野
原
市
に

お
け
る
医
療
の
あ
り
方
や
そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
県
境
の
中
山
間
地
域
と
い

う
立
地
上
に
あ
る
当
市
に
お
い
て

は
、「
市
民
に
と
っ
て
新
病
院
は

必
要
」で
あ
り
、
か
つ
、「
地
域
医

療
に
お
け
る
地
域
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
上
に
お
い
て
も
な
く
て

は
な
ら
な
い
施
設
」で
あ
り
、
新

病
院
建
設
後
に
お
け
る
経
営
形
態

に
つ
い
て
は
、「
経
営
改
善
を
導

入
し
た
従
来
方
式
や
、
市
が
中
心

と
な
っ
て
財
団
を
設
立
し
、
そ
の

指
定
管
理
者
と
な
る
方
式
な
ど
の

経
営
形
態
が
最
も
適
当
な
も
の
で

あ
る
」と
の
結
論
に
達
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
行
財
政
改
革
は
国
・
地

方
を
通
ず
る
国
民
的
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

は
、
現
状
の
行
財
政
運
営
を
抜
本

的
に
変
革
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
要

請
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

上
野
原
市
立
病
院
建
設
検
討
審
議
会
か
ら
の
答
申

上
野
原
市
立
病
院
建
設
検
討
審
議
会
で
の
審
議

▲答申書を手渡す山口創生会長

ま
た
、
医
療
制
度
改
革
や
新
任

医
師
研
修
制
度
の
現
実
等
々
を
直

視
す
る
と
、
現
段
階
に
お
け
る

「
新
病
院
の
建
設
」は
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
審
議
会
と
し
て
は
、

「
市
民
の
要
望
を
強
く
受
け
止
め
、

新
病
院
の
建
設
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
る
」と
判
断
す
る
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
新
病
院
建
設
ま
で
の
間
、

現
病
院
の
機
能
維
持
の
た
め
、
市

民
が
求
め
る
診
療
科
の
確
保
や
利

用
環
境
の
改
善
と
と
も
に
、
耐
震

改
修
・
改
装
な
ど
を
図
り
、
積
極

的
な
経
営
改
善
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
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☆身近な人に感謝～灯台元暗しの巻～
4歳のＡ子ちゃんが庭で遊んでいると、隣のおば
ちゃんからお菓子をいただきました。何も言わずに
受け取るＡ子ちゃんに、お父さんが言いました。

「Ａ子、ありがとうは？」

「あ、ありがとう」・・・そっぽを向いたまま言う。

「Ａ子、ちゃんとおばちゃんの顔を見て言いなさい」

「ありがとう、おばちゃん」・・・今度はおばちゃ

んの顔を見て言う。

おばちゃん、にっこりして「どういたしまして」

さて、その日のお茶の時間。お母さんがみんなにお
茶を入れてきてくれました。
「ありがとう」
お父さんは新聞を読んだまま、黙っています。
「おとうさん、ありがとうは？」

「あ、ありがとう」・・・Ａ子の方を向いて言う。

「お母さんに言うんでしょ！」

「あ・・・（お母さんの方を見て）ありがとう。ま

いったな～こりゃ」

お母さんも照れながらも、なんだかうれしそうです。

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.11

いかがですか？
子どもにはよく「あいさつをしなさい」と言いますが、
ご自身でもちゃんと言えていますか？
身近な人がしてくれていることって、ついつい「あた
りまえ」と感じてしまいますよね。
でも、「あたりまえ」のことなんて実はないのかもし

れません。
身近な人がいなくなって初めて「あたりまえ」だった
ことが「ありがたい」ことだったということに気づくの
では、遅いですよね・・・。
共に生きている間に、「ありがとう」の気持ちは伝え
ていきたいものです。
また、「ありがとう」と言われると、言われた方も気

持ちのいいものです。
やっと自分のしていることが認められたような、自分
にも価値があるのだ、ということに気づくことにもつな
がると思います。
日本人は相手をほめることが苦手と言われています。
悪いところは指摘するけれど、良いところはほめない。
これではやる気も育ちませんよね。
大人同士、気持ちの良い生活ができるように、今日か
ら「ありがとう」を口癖にしてみませんか？
そういう気持ちの良い関係を見て、子どもや周りの人
も明るく楽しくなるのではないでしょうか・・・。

家庭部会では互いを認め合い、思いやる家族づくり、
家庭づくりを提案しています。
(上野原市男女共同参画推進委員会)

●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

上
野
原
市
の
方
針

《
上
野
原
市
の
取
り
組
み
》

上
野
原
市
立
病
院
建
設
検
討
審

議
会
の
答
申
内
容
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
上
野
原
市
の
方
針
と
し
て

次
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
立
場
に
あ
る
自
治
体
病
院
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
医
療
制
度
改
正

な
ど
に
起
因
し
て
適
切
な
医
療
の

確
保
が
極
め
て
困
難
で
危
機
的
な

状
況
に
あ
り
、
も
は
や
個
々
の
地

方
自
治
体
の
努
力
の
み
で
は
十
分

な
医
療
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は

到
底
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
医
療
に
対

す
る
市
立
病
院
の
使
命
や
価
値
観

を
共
有
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

魅
力
あ
る
病
院
と
し
て
再
構
築
を

図
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
ま

ず
、
医
師
確
保
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
病
院
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

は
、

①
市
単
独
で
の
直
設
運
営

②
財
団
法
人
設
立
等
に
よ
る
指
定

管
理
者
で
の
運
営

③
民
間
病
院
等
の
誘
致
に
よ
る
公

設
で
の
民
間
運
営

④
隣
接
す
る
市
町
村
と
の
共
同
に

よ
る
広
域
運
営

な
ど
の
手
法
が
あ
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
、
2
年
以
内
に
決
定
し
、

5
年
を
目
途
に
新
病
院
の
建
設
に

向
け
て
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。運

営
方
法
が
市
単
独
と
な
っ
た

場
合
の
新
病
院
の
診
療
な
ど
に
つ

い
て
は
、
病
床
規
模
は
80
床
か
ら

100
床
規
模
と
し
、「
内
科
、
外
科
、

脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、
小
児

科
」の
診
療
科
を
中
心
と
し
た
入

院
・
外
来
診
療
体
制
を
組
み
、

「
夜
間
・
休
日
救
急
」、「
予
防
医

療
」
お
よ
び
「
在
宅
医
療
」
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

●問い合わせ

長寿健康課保健担当
（蕁62－4134）



上野原市立病院常勤医師の推移
※　　　　　の診療科は常勤医不在を示します。
（平成16年4月1日現在）

計17名

（平成16年10月1日現在）

計13名

（平成17年4月1日現在）

計11名

（平成18年1月1日現在）

計10名

（平成18年4月1日現在）

計 7名

（平成19年1月1日現在）

計 5名

整形外科
小児科
産婦人科

整形外科
小児科
産婦人科

内科
外科

泌尿器科

内科
外科

泌尿器科

内科
外科

泌尿器科

院長（内科）
副院長（脳神経外科）
眼科

1名
1名
0名

1名
3名
0名

1名
0名
0名
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上
野
原
市
立
病
院
の
状
況
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

《
大
学
病
院
で
の
医
師
不
足
》

平
成
16
年
4
月
か
ら
の
新
医
師

臨
床
研
修
制
度
の
導
入
を
契
機
に

医
師
の
不
足
・
偏
在
・
開
業
志
向

が
予
想
を
超
え
る
速
さ
で
進
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
ど
こ
の

大
学
病
院
で
も
所
属
す
る
医
師
が

減
り
、
大
学
か
ら
の
医
師
派
遣
を

受
け
て
い
る
上
野
原
市
立
病
院
の

よ
う
な
地
域
の
中
規
模
病
院
で

は
、
医
師
が
大
学
に
戻
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
医
師
不
足
が
進
み
、

地
域
医
療
の
崩
壊
と
し
て
報
道
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
的

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
市
立
病
院
で
の
医
師
不
足
》

当
院
で
も
上
の
表
に
お
示
し
し

た
と
お
り
、
医
師
が
減
り
、
平
成

19
年
に
入
っ
て
常
勤
医
師
5
名

（
内
科
2
名
、
外
科
2
名
、
脳
神

経
外
科
1
名
）と
非
常
勤
医
師（
常

勤
換
算
6
名
）
に
よ
る
診
療
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
関
連
病
院
で

あ
る
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
多
数
の
医
師
が
や
め
る
こ
と
を

理
由
に
、
3
月
末
で
当
院
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
常
勤
医
師
2
名
が
山

梨
大
学
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
4
月
か
ら
常

勤
医
師
が
3
名
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
医
師
不
足

と
厳
し
い
診
療
体
制
を
解
消
す
る

た
め
に
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
ま

し
た
が
効
果
が
上
が
っ
て
い
な
い

こ
と
は
す
で
に
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。

常
勤
医
師
3
名
に
よ
る
診
療
体

制
に
な
っ
た
場
合
、
入
院
患
者
の

受
け
入
れ
、
時
間
外
の
救
急
診
療
、

医
師
の
当
直
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
り
、
入
院
・
外
来
診
療
、

透
析
診
療
、
当
直
業
務
な
ど
病
院

全
般
の
機
能
に
お
い
て
大
幅
な
見

直
し
・
縮
小
を
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

《
医
師
確
保
の
方
針
》

現
在
、
短
期
的
な
対
策
と
し
て
、

現
状
の
体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う

常
勤
お
よ
び
非
常
勤
の
医
師
の
確

保
に
つ
い
て
、
市
と
と
も
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
精
力
的
か
つ
多
方
面

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
、
上
野
原
市
立

病
院
建
設
検
討
審
議
会
に
よ
る
答

申
が
上
野
原
市
長
に
提
出
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
市
と
し
て
の
新
病

院
建
設
に
関
す
る
方
針
が
出
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
と
平
行

し
て
、
新
病
院
建
設
も
視
野
に
入

れ
た
官
民
一
体
の
医
師
確
保
対
策

委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
ご
家
族
、

親
戚
、
知
人
、
同
級
生
な
ど
を
通

じ
て
上
野
原
市
出
身
の
医
師
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
当
院
の
状
況

を
伝
え
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
窮
状
を
の
り
き

る
た
め
に
上
野
原
医
師
会
に
も
市

と
と
も
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

《
皆
様
へ
の
お
願
い
》

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
病
院

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
う
え
の
は
ら
12
月
号
に
て
、
上
野
原
市
立
病
院
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
、
そ
の
後
の
当

院
の
状
況
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
当
院
の
実
情

や
医
療
情
勢
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
皆
様
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

院
長
　
両
角
敦
郎

院長（外科）
副院長（内科）
脳神経外科
眼科

内科
外科

泌尿器科

1名
1名
1名
1名

4名
3名
1名

整形外科
小児科
産婦人科

2名
2名
1名

院長（内科）
副院長（脳神経外科）
眼科

内科
外科

泌尿器科

1名
1名
1名

2名
2名
1名

整形外科
小児科
産婦人科

2名
2名
1名

院長（内科）
副院長（脳神経外科）
眼科

1名
1名
1名

2名
2名
0名

整形外科
小児科
産婦人科

2名
1名
1名

院長（内科）
副院長（脳神経外科）
眼科

1名
1名
1名

2名
3名
0名

整形外科
小児科
産婦人科

1名
1名
0名

内科
外科

泌尿器科

院長（内科）
副院長（脳神経外科）
眼科

1名
1名
0名

1名
2名
0名

0名
0名
0名



診療科

内科

小児科

小児心
臓外来

外科

胸部
外科
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職
員
は
以
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る

職
員
の
接
遇
向
上
、
病
院
の
支
出

を
減
ら
す
た
め
の
努
力
や
改
革
な

ど
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
取
り

組
み
、
一
丸
と
な
っ
て
当
院
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様

の
信
頼
を
損
な
わ
な
い
よ
う
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

改
め
て
当
院
の
苦
し
い
現
状
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
い
た

し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院（
蕁

62
―

5
1
2
1
）

上野原市立病院では
職員を募集しています

○募集職種 医師・看護師・調理師（男女不問）
○募集人員 医師　　10名

看護師　若干名
調理師　1名

○募集要件 資格取得者または取得見込みの方で、
医師　　年齢不問
看護師　22歳～40歳の方
調理師　18歳～40歳の方

○勤務条件 勤務形態：常勤
日勤　午前8時30分～午後5時15分
夜勤　午後4時30分～午前8時45分

※日勤パートおよび夜勤専従パートも受け付けま
す。
※調理師はシフト勤務による。
○休　　暇 週休2日制、有給休暇、夏季休暇、結

婚・出産・育児・忌引・介護等特別休
暇あり

○給　　与 公務員規定による、賞与年2回、昇給
年1回、当直手当、住宅手当、交通費
支給、共済制度による各種保険・補助
あり

○募集期間 随時
○提出書類 履歴書（写真貼付）、免許証の写し、

健康診断書（後日でも可）
○応募・問い合わせ
上野原市立病院庶務担当（蕁62－5121）

※勤務時間、年齢等募集要件に合わない場合でも、
相談に応じますので、勤務を希望される方は、お
気軽にご連絡ください。
※保健師、助産師、看護師および准看護師の養成施
設に在学中で、将来上野原市職員として看護業務
に従事しようとする方には、修学資金の貸付制度
がありますので、お問い合わせください。

皮膚科

脳神経
外科

整形
外科

放射線科

眼科

耳鼻
咽喉科

泌尿
器科

肛門科

井上
今村
山本
石井
高橋
小平

幡

市川
中村
東郷
下山
黒田
杉山
勝又
廣瀬

杉山

平良

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

医師名
両角

事前に連絡あり　週1日

長坂

相川

上條

岡本
相川

柴垣

椙山

川瀧
佐藤（英）
佐藤（崇）
西山

石塚

戸島

千賀

井手
可知
間渕
関根

松岡

水越

小林

寺井

高木

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

（非常勤）

※受付時間　午前8時～11時30分
午後2時～4時（午後の診療がある科のみ）

※　　　　　は入院を受け入れている診療科です。
※都合により診療日が変更になる場合がありますので、
あらかじめご確認ください。

木
午前

午前

午前
第2・4午前

検査

午前

第1午
後（予約）

午前
午後
（予約）

上野原市立病院外来診療担当医一覧表
（平成19年3月現在）

午前
午後
午前

午前
午後

午前

第1・3・5
午前

第2・4
午前
午前

午前
午前

午前

午前

午前

午前
午後

午前
午後

午前

午前

午前
午後

午前

午前

午前
午後

火
午前
午前

（10時～）

午前
午前

午後
（予約）

午前

午前

金
午前
午前

（10時～）

午前

午前

午前

水
午前

午前

午前

検査

午前

午前

月
午前
午前

（10時～）

午前

午前

午前



指定管理者

（株）ネスパ

（株）ふじスポーツクラブ
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秋
山
温
泉
・
市
民
プ
ー
ル
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す

市
で
は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
経
費
の
節
減
等
を
図
る
た
め
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
す
で

に
6
施
設
に
つ
い
て
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
、
新
た
に
2
施
設

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

新
し
く
追
加
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
従
来

の
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
新
湯
治
場
秋
山
温
泉
》

①
新
岩
盤
浴
の
導
入

岩
盤
浴
の
3
つ
の
効
果
「
遠
赤
外
線
効

果
」、「
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
果
」、「
ホ
ル

ミ
シ
ス（
微
量
放
射
線
）効
果
」を
引
き
出

す
マ
ッ
ト
を
使
用
し
、
解
毒
効
果
や
運
動

機
能
向
上
、
細
胞
の
修
復
機
能
の
活
性
化

等
、
身
体
症
状
を
改
善
す
る
岩
盤
浴
を
行

い
ま
す
。

②
水
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善

現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
、
新
た
な

水
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

③
五
行
整
体
の
導
入

気
・
血
・
水
分
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
、
自
然
治
癒
能
力
を
向
上
さ
せ
る
五
行

整
体
を
行
い
、
健
康
維
持
・
増
進
、
体
質

改
善
を
図
り
ま
す
。

④
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

本
格
的
な
料
理
を
新
調
理
シ
ス
テ
ム
で
安

価
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

食
材
を
利
用
し
、
お
い
し
く
体
に
優
し
い

メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
ま
す
。

⑤
各
種
特
典
の
提
供

サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
や
、
会
員
制
サ
ー
ビ
ス

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
温
泉（
蕁
56
│

2
6
1

1
）

《
上
野
原
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル
》

①
水
中
運
動
（
リ
ハ
ビ
リ
）

病
後
の
体
力
回
復
、
ひ
ざ
痛
、
腰
痛
の
リ

ハ
ビ
リ
と
し
て
、
水
の
浮
力
を
利
用
し
て
、

足
腰
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
筋
力
増

加
と
成
人
病
予
防
の
水
中
運
動
を
行
い
ま

す
。

②
エ
ア
ロ
ビ
、
ダ
ン
ス
教
室

2
階
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
幼
児
、
児

童
の
ダ
ン
ス
教
室
、
若
年
層
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
中
高
年
層
の
ヨ
ガ
教
室
、
健
康
体

操
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
行
い
ま
す
。

③
個
人
レ
ッ
ス
ン

プ
ー
ル
の
一
般
利
用
者
を
対
象
に
、
専
属

コ
ー
チ
が
水
泳
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

市
民
プ
ー
ル（
蕁
63
│

6
0
7
0
）

施設名

新湯治場秋山温泉施設

上野原スポーツ
プラザ市民プール

指定期間

３年

３年

新しく指定管理者制度を導入する施設

▲新湯治場秋山温泉▲上野原スポーツプラザ市民プール
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「
広
報
う
え
の
は
ら
」「
上
野
原
市
封
筒
」

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
お
り
、
自

主
財
源
の
確
保
と
地
元
企
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
上
野
原
市
有
料
広
告
掲
載
要
綱
を

定
め
ま
し
た
。

今
回
は
、「
広
報
う
え
の
は
ら
」、「
上
野

原
市
封
筒
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
内
容

下
記
の
と
お
り

●
募
集
期
間

3
月
1
日（
木
）〜
23
日（
金
）

●
応
募
方
法

有
料
広
告
掲
載
申
込
書
に
掲
載
し
よ
う
と

す
る
広
告
の
原
稿（
※
）を
添
え
て
、
市
役

所
総
務
部
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

様
式
は
、
企
画
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

※
広
告
案
は
、
申
込
者
が
作
成
し
、
デ
ー
タ

を
Ｆ
Ｄ
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

①
募
集
す
る
広
告
は
、
公
序
良
俗
に
反
し
な

い
も
の
な
ど
、
一
定
の
制
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
回
の
募
集
は
、
上
野
原
市
有
料

広
告
掲
載
要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま

す
。

②
募
集
広
告
が
、
募
集
口
数
を
超
え
た
場
合
、

公
開
抽
選
に
よ
り
掲
載
広
告
を
決
定
し
ま

す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推
進

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

広告掲載の対象
枠数
規格枠
（２枠の場合）
募集口数
掲載期間
枚数／口
掲載料
掲載場所
色

見本
（縮尺は目安）

長型3号封筒
４枠
縦40袢×横100袢

４口

20,000枚
20,000円（20,000枚）
封筒裏面
黒単色

角型2号封筒
８枠
縦60袢×横100袢

８口

20,000枚
25,000円（20,000枚）
封筒裏面
黒単色

２枠の規格枠規格枠

広報記事広報記事

規格枠
規格枠

募 集 内 容

広
告
が
掲
載
さ
れ
る
広
報
う
え
の
は
ら
と

上
野
原
市
封
筒

▲
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一般行政部門

特別行政部門

公営企業等
会計部門

職　種
一般事務職
保育・幼稚園教諭
消防職
技能労務職
医師
薬剤・医療技術
看護・保健職

合計

職員数
Ｈ18.4.1現在

3
63
17
0
12
2
15
49
24
185
30
51
81
89
3
8
13
113
379

対前年
増減数

0
△3
△1
0
0
0
0
0
△4
△8
0
△1
△1
△5
△8
△1
2

△12
△21

議会
総務（支所を含む）
税務
労働
農林水産
商工
土木
民生
衛生
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他（国保・介護）
小計

Ｈ17.4.1現在
202
35
51
13
12
22
64
399

市
職
員
の
給
与
等
の
公
表

平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
に
お
け
る
上
野
原
市
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

３人件費の状況（普通会計決算）

区 分
住民基本
台帳人口

歳 出 額
（Ａ） 実質収支

人 件 費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（18.3.31現在）人

28,293
千円

12,206,903
千円

576,566
千円

2,440,604
%

20.017年度

４職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分
職 員 数
（Ａ）

給 与 費 1人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

人

268

給　料
千円

1,123,797

職員手当
千円

162,917

期末勤勉手当
千円

463,370

計（Ｂ）
千円

1,750,084

千円

6,530
18年度

注（1）職員手当には、退職手当を含みません。
（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

１職員の採用・退職の状況（平成17年4月2日～平成18年4月1日）
退職者数

16
1
1
1
9
3
3
34

採用者数
3
0
0
0
5
3
2
13

Ｈ18.4.1現在
189
34
50
12
8
22
63
378

※退職者数・採用者数には、東部広域連合・東部地域広域水道企業団への派遣およ
び派遣解除による者を含みます。

総合計

２部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および市長等特別職の
給与等を含みます。

▲市役所

職員数
Ｈ17.4.1現在

3
66
18
0
12
2
15
49
28
193
30
52
82
94
11
9
11
125
400
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特殊勤務手当

時間外
勤務手当

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

全職種
74人

49,900円
16種

診療手当

夜間看護手当

248人
30,000円

支給職員数
1人あたり平均支給月額

代表的な
手当の名称

支給額の
多い手当
多くの職員に支給
されている手当

平均年齢
44歳8か月
48歳9か月

区　分
一般行政職
技能労務職

平均給料月額
351,300円
299,500円

区　分
標 準 的 な
職 務 内 容
職 員 数
構 成 比
※（1）上野原市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

６職員の平均給料月額および平均年齢の状況

９主な職員手当の状況
区 分 内 　 容

（17年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.40月分 0.70月分
12月期 1.60月分 0.75月分
計 3.00月分 1.45月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21 .00月分 27.30月分
勤続25年 33 .75月分 42.12月分
勤続35年 47 .50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人あたり （自己都合） （勧奨・定年退職）
平均支給額 3,451千円 19,985千円

期末勤勉手当

退 職 手 当

５一般行政職の級別職員数の状況
１級
主事補
主事
9人
5.3％

２級

主任

19人
11 .2％

3級
副主査
主査
46人

27 .1％

4級

副主幹

31人
18 .2％

5級
主幹

課長補佐
44人
25 .9％

6級
課長
局長
16人
9.4％

計

170人
100％

８職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年

286,600円
230,600円

経験年数15年
332,600円
274,700円

経験年数20年
373,800円
332,800円

314,600円

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

※（1）経験年数とは､卒業後直ちに採用され､引き
続き勤務している場合の採用後の年数をい
うものです｡

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満､
15年とは15年以上20年未満､20年とは20年
以上25年未満の区分に基づいています｡

765 ,000円
618 ,000円
580 ,000円
560 ,000円
310 ,000円
280 ,000円
260 ,000円

6月期　 12月期　　計
2.1月分　2.3月分　4.4月分

6月期　 12月期　　計
1.6月分　1.7月分　3.3月分

給
料

報
酬

期
末
手
当

区 分
１０特別職の報酬等の状況

給 料 月 額 等
市 長
助 役
収 入 役
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
助 役
収 入 役
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

一般行政職

区　分
大学卒
高校卒

初任給
170,200円
138,400円

年齢
22歳
18歳

７職員の初任給の状況

※退職手当の一人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額です。

区　分
支給職員数
1人あたり平均支給月額
手当の種類（手当数）

内　　　　　　容
①配偶者　13,000円
②配偶者以外2人まで　1人6,000円
【扶養親族でない配偶者がある場合】1人のみ6,500円
【配偶者がない場合】1人のみ11,000円
③その他　5,000円
※満16歳から満22歳の年度末までの加算額　5,000円
①借家の場合（12,000円を超える家賃を払っている職員）
家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
②自宅の場合
世帯主である職員に2,500円支給
①交通機関利用の場合
運賃相当額を全額支給
②自動車等使用者
通勤距離が片道2㎞以上の場合に通勤距離に応じて支給

※総務省様式に基づく、職員の給与・定員管理等の公表は、後日、上野原市のホームページに掲載します。

7級
部長
室長
5人
2.9％



宅
内
工
事
を
行
う
日
程
は
？

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
対
す

る
宅
内
工
事
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
引

き
込
み
後
、
宅
内
工
事
指
定
業
者
と
お
打
ち

合
わ
せ
し
た
う
え
で
、
工
事
日
を
お
決
め
く

だ
さ
い
。

な
お
、
宅
内
工
事
指
定
業
者
は
、
株
式
会

社
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
一
覧
表
の
中
か
ら
ご
指
定
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
情
報
推
進
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

な
ど
の
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
、
ご
承
諾
を

い
た
だ
い
た
後
に
、
詳
細
な
工
事
方
法
や
機

器
の
設
置
場
所
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
程
調
整
の
う
え
、

工
事
に
着
手
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
者
は
い
つ
頃
き
ま
す
か
？

現
在
、
広
報
う
え
の
は
ら
12
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
要
件
の
ご
家
庭
の
判
定
作
業
が
終

了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
第

一
・
二
期
工
期
の
地
区
に
つ
い
て
、
間
も
な

く
各
ご
家
庭
へ
の
訪
問
を
開
始
し
ま
す
。
な

お
、
棡
原
・
西
原
・
秋
山
地
区
か
ら
順
次
訪

問
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で
の

流
れ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

Ι
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
Ι

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
等
で
サ
ー
ビ
ス
内

容
や
、
各
ご
家
庭
で
行
う
工
事
概
要
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
行
う
工
事
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
伝
送
路
敷
設
工
事
と
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
引
き
込
み
工
事
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
伝
送
路
敷
設
工
事

で
は
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
イ
テ
ッ
ク
が
光

フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
幹
線
の
敷
設
を
行
い
ま

す
。光

フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
引
き
込
み
工
事
で

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株
式
会
社
が

幹
線
か
ら
各
家
庭
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
の
引
き
込
み
と
、
機
器
収
納
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

各
ご
家
庭
へ
の
工
事
に
先
立
ち
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株
式
会
社
が
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ

ー
ブ
ル
の
引
き
込
み
や
機
器
収
納
ボ
ッ
ク
ス

サービスを受けるまでの流れ

施工業者であるＮＥＣネッツエスアイ株式会社が、
光ファイバケーブルの引き込み工事と機器設置工事の
内容などの説明を行うため各ご家庭を訪問します。そ
の際に、工事についてご承諾がいただけるかを確認し
ます。（施工業者は、身分を明確にしたうえで訪問し
ます。身分証を提示しないなど、不審に思われた場合
には、企画課情報推進担当までご連絡ください。）

工事についてご承諾がいた
だけた場合は、詳細な光ファ
イバケーブルの引き込み場所
と、機器収納ボックスおよび
告知端末機の設置場所につい
て打ち合わせをします。また、
工事日についても打ち合わせ
をします。

決定した工事日に、光ファイバケーブルの引き込み
と機器の設置を行います。（今回、市が行う引き込み
工事に対する各ご家庭の負担はありません。）

ご家庭での工事は完了です。
ＵＢＣのサービスを受けるには、別途申し込みが必

要です。また、テレビやインターネット接続の宅内工
事費用は、加入者負担となります。詳細はＵＢＣにお
問い合せください。（蕁0120ー624ー997）

さあ！
はじまるよ！

業者さんが来て
くれるのね！

楽しみだね！
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《
新
し
い
支
援
事
業
》

新
し
い
支
援
事
業
は
、
農
業
従

事
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み

で
質
の
高
い
共
同
活
動
（
作
業
）

に
対
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
一
定

要
件
を
満
た
す
組
織
や
団
体
に
対

し
て
、
国
が
支
援
（
助
成
金
の
交

付
）
を
行
い
ま
す
。

《
上
野
原
市
で
の
取
り
組
み
》

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
18
年

度
に
全
国
600
か
所（
山
梨
県
内
で

は
8
か
所
）で
、
実
験
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
上
野
原
市
に
お
い

て
も
、
新
井
、
山
風
呂
、
向
風
、

八
米
の
4
区
で
農
家
、
自
治
会
、

小
学
校
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
上
野
原

で
「
上
野
原
西
部
地
区
振
興
会
」

を
結
成
し
、
山
風
呂
区
で
上
野
原

用
水
路
の
草
刈
り
や
土
砂
の
浚
渫
、

ま
た
、
向
風
区
に
お
い
て
も
遊
休

農
地
へ
の
花
植
え
を
し
て
環
境
美

化
に
努
め
ま
し
た
。
上
野
原
西
部

地
区
振
興
会
に
は
、
平
成
18
年
度

の
実
験
事
業
に
引
き
続
き
、
平
成

19
年
度
か
ら
始
ま
る
本
事
業
に
も

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

《
支
援
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ
》

1
共
同
作
業
を
行
う
地
域
を
設
定

し
ま
す
。

農
振
農
用
地
を
主
体
と
し
た
概

ね
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
一
団

の
農
地
と
営
農
に
必
要
な
用
水

路
や
農
道
な
ど
で
す
。

2
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
非
農
家

を
含
め
た
活
動
組
織
を
作
り
ま

す
。

非
農
家
と
は
、
水
土
里
ネ
ッ
ト

（
改
良
区
）、
自
治
会
、
地
域
住

民
、
消
防
団
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
す
。

3
共
同
作
業
を
行
う
た
め
の
活
動

計
画
を
策
定
し
、
実
行
し
ま
す
。

国
が
示
す
指
針
に
基
づ
き
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
策
定
し

ま
す
。

4
市
と
協
定
を
結
び
ま
す
。

活
動
組
織
は
市
と
協
定
を
結
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
支
援
の
内
容
》

1
支
援
の
水
準（
年
間
）

水
田
4
4
0
0
円
／
反

畑
　
2
8
0
0
円
／
反

草
地
　
４
０
０
円
／
反

2
支
援
額
の
算
定

金
額
の
算
出
は
、
農
振
農
用
地

の
面
積
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
農
村
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

農
地
・
水
・
環
境
保
全
の
向
上
に
向
け
て

新
し
い
支
援
事
業
が
上
野
原
西
部
地
区
で
始
ま
り
ま
す

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
、
担
い
手
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
農
地
や
農

道
・
農
業
用
水
路
な
ど
の
維
持
管
理
が
難
し
く
な
り
、
農
業
生
産
の
あ
り

方
を
環
境
保
全
を
重
視
し
た
も
の
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

▲環境保全のための共同活動

1
月
28
日
、
第
2
回
上
野
原
市

駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
一
般
の
部
》

①
東
京
農
業
大
学（
1
時
間
8
分
6

秒
）

②
ス
ネ
ー
ク
＆
ド
ラ
ゴ
ンfrom

JA
P
A
N

（
1
時
間
10
分
48
秒
）

③
桂
高
校
陸
上
競
技
部
Ａ（
1
時

間
12
分
25
秒
）

《
市
内
体
協
の
部
》

①
上
野
原
東
部
体
育
会（
1
時
間
22

分
12
秒
）

②
秋
山
体
育
会（
1
時
間
27
分
27
秒
）

③
島
田
体
育
会（
1
時
間
30
分
19
秒
）

《
市
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
A

（
1
時
間
14
分
42
秒
）

②
富
士
航
空
電
子（
1
時
間
19
分
54

秒
）

③
上
野
原
市
消
防
署（
1
時
間
24
分

56
秒
）

《
市
内
壮
年
の
部
》

①
甲
東
体
育
会（
1
時
間
23
分
51
秒
）

②
巌
体
育
会（
1
時
間
25
分
53
秒
）

③
上
野
原
中
部
体
育
会（
1
時
間
30

分
5
秒
）

《
中
学
男
子
の
部
》

①
甲
西
中
学
校
A（
1
時
間
12
分
56

秒
）

②
上
野
原
中
学
校
Ａ（
1
時
間
15
分

18
秒
）

③
巌
中
学
校
Ａ（
1
時
間
17
分
7
秒
）

《
中
学
女
子
の
部
》

①
巌
中
学
校
A（
1
時
間
30
分
24
秒
）

②
上
野
原
中
学
校（
1
時
間
34
分
49

秒
）

③
巌
中
学
校
B（
1
時
間
36
分
30
秒
）

《
市
内
小
学
男
子
の
部
》

①
甲
東
体
育
会
A（
16
分
50
秒
）

②
Ｙ
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
A（
17
分
23

秒
）

③
ゼ
ル
コ
ウ
バ
A（
17
分
47
秒
）

《
市
内
小
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団（
19
分
32
秒
）

②
甲
東
体
育
会
A（
20
分
59
秒
）

③
上
野
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団（
22
分
3
秒
）

第
2
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
結
果

▲スタート風景



る
こ
と
が
で
き
た
」、「
親
子
で

楽
し
め
、
家
で
も
や
っ
て
み
た

い
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

《
教
室
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
》

参
加
者
の
感
想
か
ら
は
、
子
ど

も
の
成
長
発
達
や
親
子
の
生
活
習

慣
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、
食
事
や
歯
磨
き
な
ど

の
生
活
習
慣
を
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
ど
の
年
代
に
も

言
え
る
大
切
な
こ
と
で
す
。
親
子

の
教
室
に
限
ら
ず
、
自
分
自
身
の

健
診
や
健
康
教
室
を
受
け
る
機
会

に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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健
康
教
室
か
ら

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

上
野
原
市
で
は
、
1
歳
2
か
月

か
ら
1
歳
4
か
月
の
お
子
さ
ん
と

お
母
さ
ん
を
対
象
に
、「
母
と
子

の
健
康
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

《
教
室
内
容
》

教
室
で
は
、
子
ど
も
の
成
長
の

た
め
に
発
達
段
階
に
合
っ
た
関
わ

り
を
持
て
る
よ
う
に
、
ま
た
、
親

子
遊
び
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
1

歳
の
頃
の
心
と
身
体
の
発
達
に
つ

い
て
の
話
や
親
子
遊
び
を
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
育
児
で
忙
し
く
、

な
か
な
か
振
り
返
る
こ
と
の
で
き

な
い
お
母
さ
ん
自
身
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

食
生
活
や
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
話

し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
話
を

し
て
い
る
間
は
、
同
じ
部
屋
の
中

で
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
を
保
育

し
て
い
ま
す
。

《
参
加
者
の
声
》

今
年
度
は
63
組
の
親
子
の
参
加

が
あ
り
、
対
象
者
の
38
・
7
％
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
動
機
と

し
て
は
、
92
・
5
％
の
方
が
同
年

代
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
た
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

《
教
室
に
参
加
し
て
の

感
想
や
意
見
》

●
食
事
に
つ
い
て

「
大
人
が
し
っ
か
り
食
べ
る
よ

う
に
し
な
い
と
、
子
ど
も
に
も

食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
」、「
親
子

で
食
事
を
し
な
が
ら
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
直
し
た
い
」、「
食

育
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
等
が

あ
り
ま
し
た
。

●
口
腔
ケ
ア

「
子
ど
も
の
歯
は
し
っ
か
り
磨

い
て
い
て
も
自
分
の
歯
は
急
い

で
磨
く
の
で
良
く
磨
け
て
い
な

い
」、「
歯
垢
染
色
液
で
染
め
出

し
て
み
て
磨
き
残
し
の
多
さ
に

驚
い
た
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

●
子
ど
も
の
発
達

「
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
普
段
の

生
活
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
こ

と
が
成
長
発
達
に
つ
な
が
る
」、

「
い
ろ
い
ろ
経
験
さ
せ
た
い
」

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

●
親
子
遊
び

「
知
ら
な
い
歌
や
手
遊
び
を
知

下
水
道
の
は
な
し

下
水
道
は
、
市
が
道
路
な
ど
に
建
設
し
、
管
理
を
行
う「
公
共
下
水
道
」

と
、
個
人
の
敷
地
内
な
ど
に
設
置
し
、
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
直
接
公

共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の「
排
水
設
備
」か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
と
は
、
宅
地
内
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
本
管
へ
流
す
た
め

の
施
設
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
設
備
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

建
物
の
所
有
者
が
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
を
行
う
み
な
さ
ん
に
、

下
水
道
へ
の
加
入
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
助
成
金
制
度
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

《
宅
地
内
排
水
設
備
設
置
工
事
費
補
助
金
》

下
水
道
加
入
に
あ
た
り
、
供
用
開
始
の
告
示
が
さ
れ
た
区
域
内
で
、

供
用
開
始
後
3
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
た
方
に
対
し
て
、
工

事
費
の
2
分
の
1
を
補
助
し
、
最
高
限
度
額
は
10
万
円
に
な
り
ま
す
。

○
補
助
対
象
工
事

・
水
洗
化
工
事

・
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
費

・
井
戸
等
に
設
置
す
る
水
道
メ
ー
タ
取
り
付

け
費

○
添
付
書
類

・
納
税
証
明
書

・
宅
地
内
排
水
設
備
設
置
工
事
の
領
収
書
の

写
し

●
問
い
合
わ
せ
　

下
水
道
課
庶
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

 

※
平
成
16
年
4
月
1
日
に
、
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
と
な
っ
た
区

域
内
に
建
築
物
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
19
年
4
月
2
日

ま
で
に（
3
月
31
日
が
土
曜
日
の
た
め
）工
事
完
了
検
査
に
合
格
し

な
け
れ
ば
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

3 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（3/1～3/31までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。
※3月6日（火）に予定していた2歳児歯科健診は、都
合により4月に実施します。対象児にはお知らせ
を郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「こどもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 3月26日（月）予約制となります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民票のある30歳以上の女性
◎検 診 料 700円
◎内　　容 視触診・乳房撮影（30歳代の方は超音

波検査、40歳以上の方はマンモグラ
フィ検査）

◎指定医療機関 市立病院
◎申 込 み 市立病院へ直接お申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎検 診 料 自己負担金　8,000円（昼食代含む・

オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は9,700円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★すこやか健康相談（3/1～4/10までの予定）

◎対 象 者 市内に住民票のある方で、糖尿病が
気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交
付します。）、筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。
※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相
談を希望される方は、電話等で前日までにご連
絡ください。

★秋山会場健診実施のお知らせ
◎日　　時 5月20日（日）午前中
◎場　　所 秋山中学校屋内運動場
◎対　　象 20歳以上の市内に住民票のある方
※詳細については、回覧や広報うえのはら4月号を
ご覧ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

3～4
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

該当児
平成18年
11月・12
月上旬生
平成17年
7月下旬・
8月生
平成15年
11月下旬・
12月生

実施日

3月27日
（火）

3月2日
（金）

3月23日
（金）

実施日

3月 9日（金）

3月14日（水）
3月16日（金）

時　　　間
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00
午前 9：30～ 11：00

場　　　所

保健センター

秋 山 支 所
西 原 支 所

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721



惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
駅
周
辺
で
駐
輪
場
以
外

の
場
所
に
バ
イ
ク
等
を
駐
車
さ
せ

て
お
く
こ
と
は
、
通
行
の
妨
げ
と

な
り
大
変
迷
惑
な
行
為
で
す
の

で
、
必
ず
駐
輪
場
の
所
定
内
に
駐

車
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
富
士
・

東
部
建
設
事
務
所
道
路
第
二
課

南
部
道
路
担
当（
蕁
22
―

7
8
1

3
）
ま
た
は
市
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
5
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
に
最
適
な
保
険
で

す
。な

お
、
下
表
の
保
険
以
外
に
も

「
大
人
の
団
体
保
険
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
内
容
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
体
育
協
会
事
務
局
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局（
蕁
62
│

3
4

0
9
）

財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

山
梨
県
支
部（
蕁
0
5
5
│

2
4

3
│

3
9
2
0
）

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
14
日（
水
））・
28
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
│

3

1
1
5
）

上
野
原
駅
北
口
歩
道
設
置

工
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

山
梨
県
で
は
平
成
18
年
8
月
か

ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
並
び
に

利
便
性
向
上
に
向
け
、
上
野
原
駅

北
口
の
歩
道
設
置
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
度
以
降
の
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歩
道
工
事
と
併
せ

て
水
道
管
の
埋
設
工
事
も
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
駅
周
辺
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
通
勤
・

通
学
等
で
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
19
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
4
月
2
日（
月
）

〜
5
月
31
日（
木
）ま
で
の
開
庁
時

間
中
に
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
。た

だ
し
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

納
税
者
、
納
税
者
の
委
任
を
受
け

た
方
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者
と

の
同
居
の
親
族
の
方
に
限
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

4
月
1
日
現
在
で
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
午
前
0
時
時
点
で
、
上
野
原
市

役
所
・
山
梨
県
軽
自
動
車
協
会
・

山
梨
県
陸
運
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
原
動
機
付
自
転
車（
125
襁
以

下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
、
軽
二

輪（
250
襁
以
下
）、
小
型
二
輪
車

C

AC

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,500円

1,000円2,500円1,500万円1,000万円1,000円

対象とな

りません

上記補償に身体・財物賠
償　合算で
1事故500万円を加算

500円

2,000円

1,000円

5,000円

150万円

3,150万円2,100万円団体活動中とそ
の往復中※

1,050円
100万円上記以外の個人練

習、個人活動※

AW
子ども
ワイド

・中学生以下の子ども

対象範囲加入区分

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない
大人（高校生以上）

3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償 1人 1億円

1事故 5億円
財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

掛金
（1人年額）

傷害保険
死亡 後遺障害（最高）入院（日額）通院（日額）

賠償責任保険
（支払限度額）

共済
見舞金団体

子
ど
も
の
団
体

身体・財物賠償　合算で
1事故500万円
（免責1,000円）

・Ａ、ＡＷ（子どもワイド）の子ど
も（中学生以下）の指導・支
援として一緒にスポーツ活
動を行う大人（高校生以上）

身体賠償 1人 1億円
1事故 5億円

財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

A
団体活動中と
その往復中
※

団体活動中と
その往復中
※

500円 2,000万円
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※
学
校
管
理
下
を
除
き
ま
す
。

★
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

★
保
険
期
間
は
、
平
成
19
年
4
月
1
日

か
ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

★
入
院
・
通
院
は
実
治
療
日
数
4
日
以

上
と
な
り
ま
す
。

（
251
襁
以
上
）、
軽
四
輪
車
等
の
所

有
者
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃

車
す
る
予
定
の
車
体
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
3
月
中
に
廃
車
手
続
き
を

済
ま
せ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
廃
車
の
手
続
き
が
4
月
以
降

に
な
る
と
新
た
な
課
税
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

児
童
家
庭
相
談
室
を

開
設
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
児
童
家
庭
相
談
室
を

設
け
て
子
ど
も
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
電

話
・
ま
た
は
面
接
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。。

●
児
童
家
庭
相
談
室
　
蕁
62
│

1

1
9
9（
直
通
）

●
面
接
相
談

月
〜
金
曜
日
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

3
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
担
当
で
は
、
も
み

じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て
プ

レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し
て

い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と
し



【
金
賞
】

▼
大
月
税
務
署
長
賞

・
佐
藤
祐
子
（
島
田
中
）

▼
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所
長
賞

・
石
井
亜
里
沙
（
上
野
原
中
）

【
銀
賞
】

▼
上
野
原
市
商
工
会
会
長
賞

・
清
水
陽
介
（
平
和
中
）

▼（
社
）大
月
青
色
申
告
会
上
野
原

支
部
長
賞

・
秦
ひ
づ
る
（
上
野
原
中
）

▼
審
査
委
員
特
別
賞

・
石
野
美
佳
（
上
野
原
中
）

【
銅
賞
】

岡
部
紗
希（
平
和
中
）・
岡
部
真

由
子（
巌
中
）・
酒
井
志
織（
巌

中
）・
竹
中
里
彩
子（
巌
中
）・

岡
田
知
大（
島
田
中
）・
佐
藤
萌

江
巳（
上
野
原
中
）・
清
水
美
沙

（
上
野
原
中
）・
坂
本
拓
也（
棡

原
中
）・
関
戸
ひ
か
り（
秋
山

中
）

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お
子
さ
ま
の
目
の
見
え
方
に
つ

い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成

人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち

悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が

あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て

い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
17
日（
土
）・
18
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所

山
梨
県
立
盲
学
校（
甲

府
市
下
飯
田
2
│

10
│

2
）

●
相
談
費
用

無
料

●
申
し
込
み
方
法

前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
盲
学

校
視
覚
障
害
教
育
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
白
倉
・
薬
袋（
蕁
0
5

5
―

2
2
6
―

3
3
6
1

蕭
0

5
5
―

2
2
6
―

3
3
6
2
）

「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春

休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

3
月
21
日（
祝
）・
22
日

（
木
）の
2
日
間
　
午
前
9
時
〜

献血にご協力をお願いします
◎実施日および実施場所
・3月25日（日）山梨信用金庫しおつ支店駐車場
・3月30日（金）上野原市役所センタープラザ
◎時　間　各日　午前10：00～正午

午後 1：00～3：00
◎内　容　200ml、400ml、成分献血
※25日の協力団体は、市消防団巌分団です。問い合わせは巌
分団事務局市役所巌支所（蕁62－4105）
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（蕁62－4134）

午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児
相

談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

●
費
用

無
料

「
税
を
考
え
る
」

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

1
月
23
日
、
北
都
留
青
色
申
告

宣
言
の
街
推
進
委
員
会
で
は
、

「
税
を
考
え
る
」
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
会
を
行
い
、
多
数
の
応

募
の
中
か
ら
金
賞
3
名
、
銀
賞
5

名
、
銅
賞
9
名
、
佳
作
26
名
の
入

選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
上
野
原

市
の
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
入
選

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

17 広報うえのはら　平成19年3月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

8日（要予約　　62ー3115） 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

市役所1階
税務課カウンター

もみじホール相談室

もみじホール1階
会議室１

市商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 3：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
13日
午前 10：00 ～ 　　正　午
25日
午前 9：00 ～ 　　正　午

8日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

3月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
20日

もみじホール
3階会議室7

19日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00 市役所会議室A

●
申
込
み
方
法

予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
F
A

X
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

雨
宮
・
金
子（
蕁
0
5
5
3
―

22

―

1
3
7
8

蕭
0
5
5
3
―

22

―

6
4
1
9
）

E:m
ail:sodan@

rogako.kai.ed.jp



国
民
年
金
加
入
の

み
な
さ
ん
へ

《
国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
す
る
と
お
得
で
す
》

平
成
19
年
度
国
民
年
金
保
険
料

は
毎
月
1
万
4
1
0
0
円
で
す
。

平
成
19
年
度
分
の
納
付
書（
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）は
、

4
月
上
旬
頃
、
社
会
保
険
庁
か
ら

ご
本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
書
で
6
か
月
分

前
納
す
る
と
8
万
3
9
1
0
円

で
、
半
年
で
690
円
の
割
引
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
1
年
分
前
納
す
る

と
16
万
6
2
0
0
円
で
、
1
年
で

3
0
0
0
円
の
割
引
に
な
り
ま

す
。
前
納
用
の
納
付
書
は
送
付
さ

れ
た
納
付
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
平
成
19
年
5
月
1
日
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
全
国
の

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
平
成
18
年
度
に
申
請
免
除
を
受

け
ら
れ
て
い
た
方

○
全
額
免
除
の
方

6
月
ま
で
全

額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の

で
、
4
月
に
納
付
書
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
7
月
以
降
に
7
月

分
〜
翌
3
月
分
の
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

○
一
部
免
除
の
方

6
月
ま
で
一

部
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の

⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合

場
所（
基
本
的
に
は
も
み
じ
ホ

ー
ル
）ま
で
来
ら
れ
る
こ
と

●
参
加
費

年
間
1
万
2
千
円

（
保
険
料
含
む
）

●
申
込
み
期
限
　
3
月
30
日（
金
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

で
、
4
月
に
4
月
分
〜
6
月
分

の
一
部
免
除
さ
れ
た
金
額
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
、
7
月
以
降

に
7
月
分
〜
翌
3
月
分
の
定
額

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

《
保
険
料
の
納
付
等
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
》

市
で
は
、
山
梨
社
会
保
険
事
務

局
大
月
事
務
所
と
合
同
で
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
会
を
次
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
19
年
度
上
野
原
自
然
探

検
隊
新
規
探
検
隊
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象

新
小
学
3
年
生
〜
新
小

学
6
年
生（
20
名
程
度
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

富
士
・

東
部
教
育
事
務
所
　
中
込
一
雄

先
生
　
他
数
名

●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

継
続
的
に
自
然
体
験
を
行
え
る

場
を
提
供
す
る
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
。

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
。

●
活
動
内
容

上
野
原
市
周
辺
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
平
成
19
年
4

月
〜
20
年
3
月
ま
で
の
1
年
間

を
と
お
し
て
活
動
を
し
ま
す
。

（
主
に
月
1
回
土
曜
日
実
施
）

●
参
加
条
件

①
1
年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ

と
④
協
力
し
て
集
団
活
動
が
で
き
る

こ
と

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課計画推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

3月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、3月23日（金）午前9時から11時です。

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
20
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
7
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
8

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年

金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）
ま

た
は
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）

平
成
19
年
度
上
野
原
自
然
探
検
隊
隊
員
の
募
集

昨
年
の
活
動
の
様
子

▲



に
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
支
給
額
は
月
額
2
6
4
4

0
円
で
す
。

●
支
給
制
限

支
給
対
象
者
が
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
お
よ
び

継
続
し
て
3
か
月
以
上
病
院
に

入
院
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
所

得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

刑
務
所
作
業
製
品
展
示

即
売
会
を
開
催
し
ま
す

（
財
）矯
正
協
会
刑
務
作
業
協
力

事
業
部
で
は
、
次
の
と
お
り
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

3
月
17
日（
土
）・
18
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま

で（
18
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

応
接
ソ
フ
ァ
ー
・
整
理

タ
ン
ス
・
チ
ェ
ス
ト
等
の
家
具

類
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
・

革
座
布
団
・
紳
士
靴
・
婦
人
靴

等
・
和
紙
便
せ
ん
・
和
紙
封

筒
・
お
り
が
み
・
そ
ば
が
ら

枕
・
み
そ
、
し
ょ
う
油
・
キ
ッ

チ
ン
ソ
ー
プ
等
の
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
即
売

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）矯
正
協
会

対象期間　平成19年3月　　　　　線部分が休止となります。
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秋
山
温
泉
で
は

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

秋
山
温
泉
で
は
、
現
在
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
施
設
の

一
部
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
温
泉

（
蕁
56
│

2
6
1
1
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
給
額
は
１
級
が
月
額
5
0

7
5
0
円
、
２
級
が
月
額
3
3
8

0
0
円
で
す
。

●
支
給
制
限

施
設（
通
園
施
設

を
除
く
）入
所
し
た
場
合
や
所

得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
20
歳
未

満
で
、
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
額
は

月
額
1
4
3
8
0
円
で
す
。

●
支
給
制
限

支
給
対
象
児
が
障

害
を
事
由
と
す
る
年
金
等
の
給

付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
、
ま
た

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳
以

上
で
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状
態

甲
府
地
方
事
務
所（
蕁
0
5
5
│

2
2
0
│

2
0
8
7
）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

テ
ニ
ス
講
習
会
の
ご
案
内

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
と

お
り
テ
ニ
ス
講
習
会
を
開
講
し
ま

す
。

●
開
講
日

3
月
21
日（
祝
）

※
雨
天
の
場
合
中
止

○
午
前
の
部

午
前
10
時
〜
正
午

○
午
後
の
部

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
砂
入
り
人
工
芝
）

●
講
座
内
容

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
サ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド
測
定

・
ラ
ケ
ッ
ト
試
打
会
な
ど

●
対
象
者

中
学
生
以
上

●
受
講
料

100
円
（
保
険
代
）

●
持
ち
物

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物

●
定
員

各
50
名

●
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

●
受
付

3
月
6
日（
火
）〜
19
日

（
月
）午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
ま
で（
土
・
日
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
係（
蕁
63
―

6
9
1

1
）

k-tennis@
st.ntu.ac.jp

ＡＥＤ（自動体外式除細動装置）を
整備しました

自主防災組織による災害時の救出救護活動の促
進を図るため、（財）自治総合センターの「平成18
年度コミュニティ助成事業
（自主防災組織育成事業）」
で「自動体外式除細動装置
（AED）」を3台購入し、上野
原地区防災会へ配備しまし
た。
●問い合わせ　総務課行政防災担当（蕁62－3117）

対象施設
秋山温泉施設
1階採暖室
1階有料和室
2階集会室

休館です
2月26日～休止中です
マッサージルームへの改装に伴い廃止となります

改装工事に伴い一部制限します

1日 5日 9日 12日 19日 22日 31日

※予定期間が変更になる場合があります。
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郷
土
史
部
会

●
入
会
受
付
期
間

3
月
9
日

（
金
）〜
4
月
10
日（
火
）

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
》

●
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
と
操
作
方
法
を
習
得
し
た
い

方
●
日
程

5
月
17
・
18
・
21
・

22
・
24
・
25
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
受
付
開
始

3
月
19
日（
月
）

《
中
高
年
齢
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座（
活
用
編
）》

●
対
象
者
　
中
高
年
齢
者
の
方
で

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
の
で
き

る
方

●
日
程

5
月
9
・
10
・
11
日
の

3
日
間

●
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
受
付
開
始

3
月
9
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1

1
）

特
設
子
ど
も
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の

み
な
さ
ん
！
家
庭
や
学
校
や
地
域

な
ど
で
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
が
、

み
な
さ
ん
の
悩
み
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

文
化
協
会
に

入
会
し
ま
せ
ん
か

市
文
化
協
会
で
は
、
分
野
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
市
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
の
受
け
皿

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
37
団
体
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
規
団
体
の
加
入
も
歓
迎
し
ま

す
。

《
活
動
中
の
団
体
》

●
華
道
部

1
上
野
原
華
道
会

●
芸
能
部

2
石
井
流
美
菜
穂
会

3
美
寿
々
会

4
東
山
流
桂
流
会

5
芳
柳
流
千
代
の
会

6
甲
斐
の
国
上
野
原
清
流
太
鼓

7
お
は
や
し
愛
好
会

8
石
井
流
美
友
会

9
演
歌
愛
好
若
々
会（
健
康
体
操
）

10
秋
山
舞
踊
会

●
コ
ー
ラ
ス
部

11
上
野
原
コ
ー
ラ
ス
り
ん
ど
う

12
秋
山
コ
ー
ラ
ス
さ
わ
ら
び

●
茶
道
部

13
裏
千
家
同
好
会

14
表
千
家
同
好
会

●
将
棋
部
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15
日
本
将
棋
連
盟
上
野
原
支
部

●
書
道
部

16
上
野
原
書
道
会

●
吹
奏
楽
部

17
上
野
原
吹
奏
楽
団

●
箏
曲
部

18
山
口
社
中

●
第
2
芸
能
部

19
優
巳
会（
舞
踊
）

●
美
術
部

20
絵
画
・
上
彩
会

21
組
紐
趣
味
の
会
　

22
コ
ラ
ッ
ト
の
会

23
上
野
原
写
真
ク
ラ
ブ

24
秋
山
写
真
ク
ラ
ブ

25
水
墨
画
研
究
会

26
草
木
染
め
編
物
教
室

27
Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
編
み
物
教
室

28
水
墨
画
墨
心
会

●
文
芸
部

29
高
嶺
俳
句
会

●
第
2
文
芸
部

30
甲
斐
路
吟
社

31
上
野
原
短
歌
会

32
秋
山
俳
句
会

●
囲
碁
部

33
囲
碁
部

●
大
正
琴
部
会

34
秋
山
鈴
の
音
会

●
カ
ラ
オ
ケ
部
会

35
富
岡
カ
ラ
オ
ケ
会

●
童
謡
を
歌
う
会

36
童
謡
を
歌
う
会

●
郷
土
史
部
会

平
成
18
年
度宝

く
じ
助
成
事
業

上
野
原
市
消
防
本
部
で
は
、
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
、（
財
）日
本
防
火
協
会
か
ら
助

成
を
受
け
、
防
災
広
報
用
視
聴
覚

資
機
材（
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

等
）を
購
入
し
ま
し
た
。

住
宅
防
火
対
策
等
の
防
火
思
想

の
高
揚
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
、
講
習
会
等
に
活
用
し
て
普
及

啓
発
活
動
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

課
予
防
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

●
日
時

3
月
25
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

●
内
容

児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
、
体
罰
、
虐
待
問
題
な
ど
、

そ
の
他
子
ど
も
の
人
権
に
関
す

る
こ
と
で
、
相
談
先
が
不
明
な

ど
で
お
困
り
の
場
合
な
ど

●
相
談
員

子
ど
も
の
人
権
専
門

委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課（
蕁
0
5
5
―

2

5
2
―

7
1
4
7
）
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これまで原始・古代の遺跡出土品をご紹介してきましたが、3
月は中世から近代までの考古資料を展示します。
①古銭がびっしり詰まった中世陶器（棡原・猪丸区）②金の採掘
を物語る金鉱石の磨

す

りウス（秋山・金山区）③江戸時代、経文
きょうもん

が書
かれた小石（棡原・尾続区）④明治時代、窯

かま

で焼かれた手作りレン
ガ（巌・牧野区）。上野原市数千年の歴史を締めくくる、シリーズ
最後の展示です。ぜひご覧ください。
●問い合わせ　社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）

上野原市の歴史を知ろう！！～ミニ展示のお知らせ～
（市役所１階会計課横）3月1日～30日まで

“DOKI2（ドキドキ）ちゃん”

上野原市の歴史を、少し
だけ紹介してきました。
いかかでしたか？
またお会いしましょう！

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

『
消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の注

意
の
火
』

上
野
原
市
消
防
本
部
で
は
、
3

月
1
日（
木
）か
ら
7
日（
水
）ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

と
な
る
こ
の
季
節
に
、
火
災
予
防

の
呼
び
か
け
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

《
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備

え
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
消
防

課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

防
犯
灯
の
寄
贈

1
月
16
日
、
東
京
電
力
株
式
会

社
大
月
支
社
か
ら
、
地
域
の
犯
罪

防
止
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し
た

い
と
、
防
犯
灯
10
基
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
防
犯
灯

は
、
壊
れ
た
も
の
と
の
交
換
な
ど

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

犬
の
飼
い
方
、
最
低
の

マ
ナ
ー
は
守
っ
て
く
だ
さ
い

最
近
、
犬
に
関
す
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の

無
責
任
な
飼
い
主
に
よ
っ
て
、
全

体
が
悪
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。「
自

分
の
ペ
ッ
ト
は
大
丈
夫
」と
思
っ

て
い
る
飼
い
主
の
方
も
、
も
う
一

度
、
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

《
フ
ン
の
後
始
末
はき

ち
ん
と
！
》

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
道
路
や
公
園
、
他
人
の

土
地
な
ど
に
フ
ン
を
放
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
犬
を
散
歩
に
連
れ

て
行
く
と
き
は
、
か
な
ら
ず
袋
と

ス
コ
ッ
プ
を
持
参
し
て
、
後
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。

《
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
！
》

放
し
飼
い
は
絶
対
に
禁
止
で

す
。
散
歩
の
と
き
も
必
ず
つ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

《
飼
い
犬
の
所
在
を

は
っ
き
り
と
！
》

首
輪
に
電
話
番
号
や
氏
名
を
記

入
し
、
鑑
札
と
予
防
注
射
済
票
を

つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
に
連
絡

が
取
れ
ま
す
。

※
飼
い
主
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
正

し
く
飼
う
こ
と
で
、
近
所
の
方

や
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
な
い
方

と
も
気
持
ち
よ
く
付
き
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
人
も
ペ

ッ
ト
も
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

▲防犯灯の寄贈

第一保育所豆まき集会

2月2日、第一保育所で豆まき集会が
行われました。
豆まき集会には、毎年、鬼としてボラ
ンティアで各所に出没している2名の方
が保育所に来園し、園児たちと楽しいひ
とときを過ごしました。



巌
地
区

小
俣
瞬し

ゅ
ん（

厚
）

上
野
原
地
区

大
内
麻
帆

ま

ほ
（
正
人
）、
石
井
菜
々
子

な

な

こ

（
光
輝
）、
富
田
蓮
菜

れ

な

（
一
策
）、

野
伏
悠
斗

は
る
と（

学
）、
鑿
原
俊
也

し
ゅ
ん
や（

雅
彦
）、

阿
部
龍
成

り
ゅ
う
せ
い（

和
也
）、
奈
良
真
優

ま
ゆ
う

（
卓
文
）、
溝
呂
木
清
結

せ
い
ゆ
う（

寛
）

棡
原
地
区

宮
下
琉
聖

り
ゅ
う
せ
い（

実
）

大
鶴
地
区

工
藤
敏
光
＝
ヴ
ィ
リ
オ
ク
ル
ス
・

テ
レ
シ
タ

上
野
原
地
区

桑
原
靖
＝
佐
藤
幸
子

大
窪
哲
也
＝
志
村
三
奈

中
井
明
＝
石
井
孝
子

大
目
地
区

大
神
田
正
生（
剛
雄
）

死

亡

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝
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上野原地区 山上 ゆず樹
ゆ ず き

ちゃん（6歳）
寛幹
ひろみき

くん（4歳）
哲さんと由佳さんの長女・長男

“やさしく元気に大きくなってね！”

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

現
在
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
世
界
的
な
広
が

り
を
み
せ
て
お
り
、
我
が
国
で
も

強
毒
タ
イ
プ（
Ｈ
5
Ｎ
1
）の
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
一
部
地
域
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染

事
例
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
で
感
染
し
た
鳥
類
と
密
接
に

接
触
す
る
こ
と
に
よ
る
感
染
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
い
た
め
、
十

分
な
加
熱
調
理
を
す
る
こ
と
で
、

食
品
を
介
し
て
ヒ
ト
に
感
染
す
る

可
能
性
は
現
時
点
で
は
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、

食
品（
鶏
卵
、
鶏
肉
）を
食
べ
る
こ

と
に
よ
り
、
ヒ
ト
に
感
染
し
た
事

例
は
世
界
的
に
も
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

県
で
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
情
報
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
各
所
属
の
ペ
ー
ジ（
健
康
増

進
課
）に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
」で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て
　

犬
の
所
有
者
は
、
飼
育
し
て
い

る
犬
に
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
予
防
注
射
の

接
種
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
日
本
に
お
い
て
犬
の
狂
犬

病
は
、
何
十
年
も
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
海
外
で
は
毎
年

狂
犬
病
に
よ
り
数
万
人
も
の
命
が

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
で
は

昨
年
11
月
と
12
月
に
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
狂
犬
病
の
犬
に
咬
ま
れ
た

こ
と
が
原
因
で
2
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
万
が
一
狂
犬
病
の
犬
が

日
本
に
入
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
犬

が
、
他
の
犬
を
咬
み
、
さ
ら
に
人

を
咬
ん
だ
り
し
て
日
本
国
内
に
蔓

延
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
蔓

延
を
防
ぐ
た
め
に
、
犬
に
対
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
必
要

で
す
。

今
年
も
4
月
か
ら
集
合
注
射
が

行
わ
れ
ま
す
。
年
1
回
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 夘月 千皓
ち ひ ろ

ちゃん（6歳）
武雄さんと淳子さんの長女

“4月からは小学生。

明るく、やさしく、たくましく、進め～！”



甲
東
地
区

和
智
昭
次（
昭
彦
）、
戸
田
正
志

（
實
好
）、
和
智
寅
雄（
睦
子
）

巌
地
区

井
田
フ
サ
子（
武
）、
井
上
な
か

（
宇
津
木
洋
）、
長
島
（
久
二
男
）、

森
屋
英
男（
厚
）、
小
俣
淑
江（
定
一
）、

水
越
タ
カ
子（
末
男
）、
久
島
し
げ

（
勝
義
）

大
鶴
地
区

市
川
初
子（
義
辰
）

上
野
原
地
区

小
佐
野
道
三（
恭
一
）、
市
川
清
澄

（
フ
サ
子
）、
大
神
田
濱
二
郎（
敏
）、

加
藤
八
重
子（
幸
久
）、
奈
良
平
三

（
靖
雄
）

棡
原
地
区

大
久
保
光
三（
鷹
取
郁
恵
）、
鷹
取

勉（
潔
）、
関
本
一
男（
幾
代
）

西
原
地
区

石
井

を
子（
正
）

秋
山
地
区

小
俣
修
三（
良
策
）、
天
野
す
み
ゑ

（
光
男
）

平
成
17
年
度
福
祉
作
品

最
優
秀
標
語

（
敬
称
略
）

「
大
丈
夫
？

さ
し
の
べ
ら
れ
た
　
心
の
手

そ
の
一
言
が
　
未
来
の
目
」

秋
山
中
学
校
3
年

（
現
高
校
1
年
）藤
本
　
彩
夏
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◇『
薄
闇
シ
ル
エ
ッ
ト
』

角
田
光
代
／
著
　
角
川
書
店

37
歳
働
く
独
身
の
女
性
が
主

人
公
。
あ
る
日
、
7
年
来
の
付

き
合
い
の
恋
人
か
ら
結
婚
を
迫

ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

恋
愛
と
仕
事
に
つ
い
て
模
索
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

◇『
い
の
ち
の
お
は
な
し
』

村
上
康
成
／
絵
　
日
野
原
重

明
／
文
　
講
談
社

95
歳
の
医
師
、
日
野
原
重
明

先
生
が
小
学
校
で
行
っ
た
「
い

の
ち
」
に
つ
い
て
の
授
業
の
本
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

33
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

4 5 6 7 8 9
3
10

11 12 13 14 15 16 17
2018 19
27 28
21 22

30
23 24
3125 26

21

29

一

般

書

◇
『
所
轄
刑
事
・
麻
生
龍
太
郎
』

柴
田
よ
し
き
／
著
　
新
潮
社

◇
『
氷
結
の
森
』

熊
谷
達
也
／
著
　
集
英
社

◇
『
か
げ
ろ
う
』

藤
堂
志
津
子
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
無
銭
優
雅
』

山
田
詠
美
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
戦
場
の
ニ
ー
ナ
』

な
か
に
し
礼
／
著
　
講
談
社

◇
『
た
ぶ
ん
最
後
の
御
挨
拶
』

東
野
圭
吾
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ト
リ
ー
』

伊
坂
幸
太
郎
／
著
　
新
潮
社

◇
『
ひ
つ
じ
探
偵
団
』

レ
オ
ニ
ー
・
ス
ヴ
ァ
ン
／
著

小
津
薫
／
訳
　
早
川
書
房

児

童

書

◆
『
ハ
ク
チ
ョ
ウ
』

竹
田
津
実
／
文
・
写
真
　
ア
リ

ス
館

◆
『
み
ど
パ
ン
協
走
曲
』

黒
田
六
彦
／
作
　
長
谷
川
義

史
／
絵
　
Ｂ
Ｌ
出
版

◆
『
銀
太
捕
物
帳

お
江
戸
の
か
ぐ
や
姫
』

那
須
正
幹
／
作
　
長
野
ヒ
デ

子
／
絵
　
岩
崎
書
店

◆
『
デ
モ
ナ
ー
タ
4
幕
ベ
ッ
ク
』

D
arren

sh
an

／
作
　
橋
本

恵
／
訳
　
小
学
館

◆
『
母
か
ら
の
伝
言

刺
し
ゅ
う
画
に
込
め
た
思
い
』

エ
ス
タ
ー
・
ニ
セ
ン
タ
ー
ル
・

ク
リ
ニ
ッ
ツ
、
バ
ニ
ー
ス
・
ス

タ
イ
ン
ハ
ー
ト
／
作
　
光
村
教

育
図
書

◆
『
月
光
の
コ
パ
ン
』

舟
崎
克
彦
／
作
　
岩
波
書
店

絵

本

○
『
お
し
ゃ
べ
り
な
毛
糸
玉
』

小
泉
る
み
子
／
絵
　
沢
田
俊

子
／
作
　
文
研
出
版

○
『
か
あ
さ
ん
か
ら

生
ま
れ
た
ん
だ
よ
』

味
戸
ケ
イ
コ
／
絵
　
内
田
麟
太

郎
／
文
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

○
『
ぞ
う
の
オ
リ
バ
ー
』

シ
ド
・
ホ
フ
／
作
　
三
原
泉
／

訳
　
偕
成
社

○
『
だ
い
す
き
。』

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
／
作

角
田
光
代
／
訳
　
学
研

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
金
色
の
足
あ
と
』

◎
日
時
　
3
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
35
分

午
後
2
時
〜
2
時
35
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
は
な
を
く
ん
く
ん
』

◎
日
時
　
3
月
17
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
早
春
の
光
』

藤
沢
周
平
／
作
　
他

◎
日
時
　
3
月
18
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
押
し
花
教
室
』

◎
日
時
　
3
月
24
日（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
映
画
鑑
賞
会
☆

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

四
大
文
明

中
国
』

◎
日
時
　
3
月
25
日（
日
）

午
後
2
時
〜

☆
蔵
書
点
検
休
館
☆

4
月
9
日（
月
）〜
17
日（
火
）

ま
で
蔵
書
点
検
・
館
内
整
理
の

た
め
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

(
秋
山
分
館
は
除
く)

返
却
本
は
、
図
書
館
前
の
返
却

ポ
ス
ト
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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2月4日、もみじホールにおいて、家族カウンセラ
ーとして活躍している宮本まき子さんを講師に招いて
「父親を考えるフォーラム」が行われました。
フォーラムでは、家族、父親、母親としての子育て

への関わり方をユーモアを交えて話していました。

第2回上野原市駅伝競走大会

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

1月28日、第2回上野原市駅伝競走大会が行われました。この大会は、
旧上野原町時代から数えると第50回となる記念の大会で、山梨県の3
大駅伝の一つと言われています。
当日は、青空のもと、小学男子・女子の部が午前10時45分に勤労青

少年ホーム周回コース（1㎞×5人）で行われ、また、一般およびその他
の部が正午に牛倉神社前をスタートする全21.1㎞のコースで行われま
した。（駅伝の主な結果は13ページに掲載してあります。）

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課計画推進担当 電話62-3118

人口●28,067人 （－24）
男 ●14,005人 （－ 2）
女 ●14,062人 （－22）
世帯●10,050世帯（－10）
平成19年2月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●父親を考えるフォーラム
11月4日に行われた第35回県中学校新人卓球大会

において、巌中学校卓球部が準優勝を飾り、3月に行
われる第14回関東中学校選抜卓球大会の出場権を獲
得しました。大会に先立ち、選手たちの大会での活躍
を祈願して、保護者一同から横断幕が寄贈されました。

●巌中学校卓球部が関東大会出場

2月2日、島田保育所において豆まきが行われまし
た。
園児たちは、節分について事前から学習し、当日は、

学習したことをもとに、手作りのお面をつけて、「鬼
は外、福は内」と豆まきを楽しみました。

●島田保育所で豆まき
2月7日、羽佐間幼稚園の園児が社会福祉協議会の

ふれあいいきいきサロンを訪れ、サロンのおじいちゃ
んとおばあちゃんと交流しました。
当日は、手品を楽しんだり、歌を歌ったり、一緒に

お弁当を食べたりして楽しみました。

●羽佐間幼稚園の園児が高齢者と交流
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
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県
上
野
原
市
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原
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